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道北地域における気管支喘息児のコントロール状態および養育者が行う
セルフ・ケアに関する実態調査
―郡部と都市部との比較―

細野恵子, 平野至規, 今野美紀, 蝦名美智子



を対象とした実態調査は少ない．道北の北部地域

の瑞息児は名寄市立総合病院を受診することが多

く，患児達の生活や瑞息コントロール状態，およ

び養育者の瑞息に関する対処法の把握は，瑞息発

作の予防・自己管理を目的とした看護介入の方法

を検討する手がかりとなり，この地域で瑞息に苦

しむ子どもとその養育者の健康関連ＱＯＬの向上

につながることが期待できる．

本研究の目的は,道北の北部に位置する郡部(旭

川より北部の地域，以下郡部とする）で気管支瑞

息と診断され通院する小児の瑞息コントロール状

態と養育者のセルフ・ケアの実態を道北の南部に

位置する都市部（主に旭川市内，以下都市部とす

る）との比較から明らかにし，健康支援の方法を

検討するための基礎資料を得ることである．
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１．調査対象

道北地域の郡部および都市部に在住し，気管支

瑞息と診断され通院する小児（幼児から中学生ま

で）とその養育者とした．

２．施設への依頼

北海道の医療年鑑とインターネットから小児の

瑞息治療を行っている病院4施設，診療所4施設を

選び，病院・診療所の小児科医あるいは施設長宛

に研究の趣旨・内容を書面で説明し，後日電話で

説明内容の確認と調査協力の承諾を得た．承諾が

得られたのは3病院，２診療所の計5施設であった．

３．調査方法

先行文献4-5)を参考に作成した自作の自記式質

問紙を，依頼した施設の医師あるいは看護師から

養育者へ配布してもらい，養育者が調査者へ直接

に郵送する方法で回収した．

北海道は全国土の23%を占める広大な面積をも

ち，日本の北端に位置する地域である．人口は約

552万人にのぼるが，札幌市だけで約190万人が生

活し北海道の34%を占める一局集中を示し，その

他の町村においては過疎化が進む僻地も含まれ

る．医療の場においても同様の現象がみられ，医

師の地域偏在や専門医の不足などの医療過疎が問

題視されている．北海道の北部に位置する道北地

域においても，旭川市より北部の地域となる道北

北部地域は人口の過疎化や医師不足など，先述の

問題が顕在化する地域といえる．また，常勤専門

医のいない診療所や総合病院の少なさなどの理由

から，通院距離の長さ，冬期間の不便さ（降雪・

積雪・道路の凍結）等の負担増も抱えながら総合

病院に通院している現状がある．

このような医療環境の中で生活する住民におい

て，定期通院を必要とする気管支端息患者の自己

管理は，瑞息をコントロールする上で重要な意味

をもつ．瑞息のコントロール状態の良否は，患児

とその家族の日常生活への影響要因であり，看護

職が自己管理の現状を把握することは看護支援を

行う上で重要な指標となる．そのため，道北地域

における気管支瑞息患児の実態把握を進めていく

必要’性は高い．気管支瑞息児とその保護者の健康

関連ＱＯＬを調査した研究は多数報告1-4)されてい

るが，北海道の道北地域あるいは道北の北部地域
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